
本日はありがとうございます

水桜学園
TM発表



１．水桜学園について





市の旗艦校として

１）市町村の課題に正対した取組を充実

２）成果を域内に普及・発信

３）主体的対話的で深い学びの実現に向けて、授業改善等に取り組む



２．水桜学園の目標





３．目標設定の経緯



昨年度までの取り組み（水桜小）



昨年度までの取り組み（水桜小）

授業計画と
研究主題に
迫る手立て
を記入し、
見学の視点

とした



昨年度までの取り組み（第四中学校）



昨年度までの取り組み（合同研修）





主体性のグラデーション　水桜学園ver



４．今年度の取り組み



教育観の共有
学年・教科取り組み概要の作成、共有



取り組み
『単元計画・ふりかえり・対話』





門真市版授業づくりベーシック（第二版）

授業づくりのポイント～まずは『単元目標×単元計画』で授業をつくる



担当からの示範授業・討議会⇨四辻先生による講話

示範授業の感想

見通しをもつことができていた。

→準備は大変だが、生徒は自

主的にできていた。

四辻先生より

「主体性がある・ない」という二元論で

はなく、主体性は段階的に育つもの と

して捉えることが重要です。





2学期示範授業【８年英語の示範授業】

〇単元計画 単元目標と
評価基準の共有

何ができるようになるために学
習するのか目的を持たせる



2学期示範授業【８年英語の示範授業】

〇振り返り
学習内容の流れを

共有
単元のゴールから
逆算した授業設計

生徒の振り返りから
授業改善へ



単元計画

ふりかえり
（スプレッドシート）

対話



５．成果と課題







成果と課題

成果

・アンケートの数値からも子どもたちの主体性が育まれていると感じる。

・普段の授業や、総合のアウトプットデイ等で自分の考えを発表する機会が増え、工
夫して発表できる子どもが増えた。

・相互参観等、お互いの授業を見たり、TM公開や相互参観などで学年の授業を考え
なければいけない場面もあり、学年を超えた声掛けが見られた。



成果と課題

課題

・肯定的回答でない子どもたちが一定数いる

・学校として、教育観の共有の難しさ

・義務教育学校として、学校全体に取り組みを広める・対話の時間確保の難しさ

・『主体的に学びに向かう姿の育成』の取り組みや見取りの難しさ

⇨今後はこの課題を解決するようにしていきたい。



ありがとうございました。


